
 

  

 

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について 

１ 調査の目的 

 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、①全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。②学校における児童生徒への教育指

導の充実や学習状況の改善等に役立てる。③そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改

善サイクルを確立する。 

 

２ 調査の対象 

  

小学校第６学年全児童 

中学校第３学年全生徒 

   ※ 小中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査対象となる教科について、以下

に該当する児童生徒は、調査の対象としないことを原則とする。 

ア 下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 

イ 特別支援学校の教科の内容の指導を受けている児童生徒 

  

３ 調査事項 

 

（１） 教科に関する調査 

   ア 小学校調査は、国語、算数の２教科とし、中学校調査は、国語、数学の２教科とする。 

   イ 出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とする。 

 

（２） 質問調査 

   ア 学習意欲・学習方法・学習環境・生活の諸側面等に関する児童生徒に対する質問調査、       

学校に対する質問調査 

 

４ 調査方式 

 

   悉皆調査 

 

５ 調査実施日  令和６年４月１８日（木曜日） 

 

６ 調査を実施した学校数及び児童生徒数 

 

 小学校 中学校 

実施学校数 児童数 実施学校数 生徒数 

宇 治 市   22校 1,388人   10校 1,336人 

全国（公立） 18,529校 947,579人 9,347校 875,952人 

   ※ ４月18日に調査を実施した児童生徒 
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７ 教科に関する調査結果（小学校） 

 

（１）令和６年度調査結果 

 

     小学校 教科に関する調査の平均正答率・平均正答数（小学校） 

科目 区分 平均正答率（％） 平均正答数/全問数（問） 

国 語 
宇治市（公立） 65.6 9.2／14 

全  国（公立） 67.7 9.5／14 

算 数 
宇治市（公立） 65.1 10.4／16 

全  国（公立） 63.4 10.1／16 

 

 

（２）各教科別の調査結果の経年変化 

ア 国語（小学校） 過去６年間の国語科平均正答率 市と全国の差推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 算数（小学校） 過去６年間の算数科平均正答率 市と全国の差推移 

 

  Ｈ３１ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

宇治市 65.1  68.3  62.9  62.5 65.1 

全国 66.6  70.2  63.2  62.5 63.4 

市と国の差 -1.5  -1.9  -0.3  0.0  +1.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｈ３１ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

宇治市 59.2  62.9  63.0  65.4 65.6 

全国 63.8  64.7  65.6  67.2 67.7 

市と国の差 -4.6  -1.8  -2.6  -1.8  -2.1 
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８ 教科に関する調査結果（中学校） 

（１）令和６年度調査結果 

 

中学校 教科に関する調査の平均正答率・平均正答数 

科目 区分 平均正答率（％） 平均正答数/全問数（問） 

国 語 
宇治市（公立） 56.8 8.5/15 

全国（公立） 58.1 8.7/15 

数 学 
宇治市（公立） 51.4 8.2/16 

全国（公立） 52.5 8.4/16 

 

 

（２）各教科別の調査結果の経年変化 

ア 国語(中学校)  過去６年間の国語科平均正答率 市と全国の差推移 

   

  Ｈ３１ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

宇治市 69.7  62.2  68.2 68.5 56.8 

全  国 72.8  64.6  69.0 69.8 58.1 

市と国の差 -3.1  -2.4  -0.8 -1.3 -1.3 

 

 

 

 

 

 

 

イ 数学（中学校） 過去６年間の算数科平均正答率 市と全国の差推移 

 

  Ｈ３１ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

宇治市 55.2  53.4  46.8 49.0 51.4 

全  国 59.8  57.2  51.4 51.0 52.5 

市と国の差 -4.6  -3.8  -4.6 -2.0 -1.1 
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９ 教科に関する調査結果及び四層別による比較 
 
宇治市ではより学力実態を把握しやすい府教委方式に準じた「４層区分」に分けて比較し、分析を進め

ています。全国学力・学習状況調査の＂平均正答数＂を規準として、「基準以上」「基準未満」に２分し、

同様にそれを２分して上位からＡ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層に分け、それぞれの割合を算出しています。 

 

（１） 小学校国語 四層別割合 

  令和５年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

（２） 小学校算数  四層別割合 

  令和５年度 

 令和６年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本年度の小学校国語の出題数は14問であり、全国の平均正答数が9.5問のため、Ａ層は12

～14問、Ｂ層は10～11問、Ｃ層は5～9問、Ｄ層は0～4問となります。 

 

※ 本年度の小学校算数の出題数は16問であり、全国の平均正答数が10.1問のため、Ａ層は14

～16問、Ｂ層は11～13問、Ｃ層は6～10問、Ｄ層は0～5問となります。 

 

27.1 

24.7 

28.1 

25.8 

37.7 

42.0 

7.0 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

宇治市

Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

30.0 

26.7 

29.2 

33.1 

31.2 

32.3 

9.8 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

宇治市

Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

4



 

 

四層標準化学力割合の推移（小６国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四層標準化学力割合の推移（小６算数） 
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（３）中学校 国語 四層別割合 
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（４）中学校 数学 四層別割合 
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※ 本年度の中学校国語の出題数は15問であり、全国の平均正答数が9.5問のため、Ａ層は12

～15問、Ｂ層は9～11問、Ｃ層は5～8問、Ｄ層は0～4問となります。 

 

※ 本年度の中学校数学の出題数は16問であり、全国の平均正答数が8.4問のため、Ａ層は13

～16問、Ｂ層は9～12問、Ｃ層は5～8問、Ｄ層は0～4問となります。 

 

33.4 

31.0 

24.2 

23.5 

32.0 

35.4 

10.4 

10.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

宇治市

Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

19.8 

15.7 

31.6 

32.6 

31.1 

33.8 

17.5 

18.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

宇治市

Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

6



 

四層標準化学力割合の推移（中３国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四層標準化学力割合の推移（中３数学） 
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１０ 授業改善に関わる質問項目と国語科の正答率クロス集計（宇治市 相関係数が高い項目） 

 

（１）自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していたか 

小学校（0.185）             中学校（0.221） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたか 

小学校（0.251）              中学校（0.254） 
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１１ 授業改善に関わる質問項目 

（１）授業では、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み

立てなどを工夫して発表していましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている

と思いますか。 
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小学校 

中学校 
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31.0 

37.1 

25.4 

13.3 

33.4 

37.6 

34.3 

17.4 

24.6 

17.6 

28.7 

34.1 

7.8 

4.0 

9.4 

25.9 

2.8 

3.5 

2.1 

8.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全国（Ｒ６）

市（Ｒ６）

市（Ｒ５）

市（Ｒ４）

１・２年生の時に受けた授業で、PC・タブレットなどの

ICT機器を、どの程度使用しましたか(中３)

ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上 月1回以上 月1回未満

１２ 情報教育にかかわる事項 

 

〇 授業で、コンピュータなどのＩＣＴをどの程度使用しましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.3 

17.2 

20.5 

20.9 

34.2 

31.3 

36.3 

31.4 

26.0 

30.4 

26.5 

29.1 

10.3 

14.7 

11.0 

12.1 

4.2 

6.3 

5.6 

6.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全国（Ｒ６）

市（Ｒ６）

市（Ｒ５）

市（Ｒ４）

５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの

ICT機器を、どの程度使用しましたか(小６)

ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上 月1回以上 月1回未満

小学校 

中学校 
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１３ 課題のある問題 

小学校 国語 

話すこと・聞くこと 問題番号１三 

市平均 59.1 全国平均 63.8 差－4.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1段目宇治市の割合 2段目京都府の割合 3段目全国の割合 

三 

和
田
さ
ん
は
、【
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
様
子
の
一
部
】
を
ふ
り
返
り
、
発
言
⑮
の
と
こ
ろ
で
、 

【
和
田
さ
ん
の
メ
モ
】
が
役
に
立
っ
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、 

次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

１ 

相
手
の
学
校
の
「
地
い
き
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
」
に
関
係
す
る
情
報
を
整
理
し
て
い
た
こ
と
で
、 

事
実
と
感
想
と
を
区
別
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

２ 

相
手
の
学
校
の
「
地
い
き
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
」
に
関
係
す
る
情
報
を
整
理
し
た
こ
と
で
、 

複
数
の
情
報
を
ま
と
め
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

３ 

自
分
の
学
校
の
「
地
い
き
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
」
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
て
い
た
こ
と
で
、 

事
実
と
感
想
と
を
区
別
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

４ 

自
分
の
学
校
の
「
地
い
き
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
」
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
て
い
た
こ
と
で
、 

複
数
の
情
報
を
ま
と
め
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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小学校 国語 

話すこと・聞くこと 問題番号１三 の課題に対する学習指導のポイント 

 

ポイント 

〇 目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝え合う内容を検討することが

できるようになる授業の工夫が必要 

〇 「複数の資料を関連付けて情報を取り出す力を身に付けさせる」必要がある。 

 

 

「目的や意図

に応じて伝え

る力」等、児童

が身に付ける

力を明確にす

る。 

活動の中で児

童が試行錯誤

するなど、し

っかりと考え

る機会を設け

る。 

どのようにす

れば、課題が

解決するの

か、具体的な

指導や支援の

ポイントを明

確にする。 
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中学校 国語 

書くこと 問題番号３四 

市平均 44.9 全国平均 49.3 差－4.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1段目宇治市の割合 2段目京都府の割合 3段目全国の割合 

紙
の
辞
書
を
登
場
人
物
と
し
た
物
語
の
結
末
を
、「
次
の
出
番
へ
の
期
待
」
と
い
う
心
情
が
伝
わ
る
よ

う
に
工
夫
し
て
書
く
。
そ
の
際
、
次
の
ア
、
イ
の
指
示
に
従
う
。 

ア
：「
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。
」
に
続
け
て
、
表
現
を
工
夫
し
て
書
き
な
さ
い
。 

イ
：
ア
で
書
い
た
表
現
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。 

一 
あ
の
日
も
僕
は
、
君
の
部
屋
の
本
棚
の
隅
で
じ
っ
と
待
っ
て
い
た
。
ほ
こ
り
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
。
中
学
生
に
な

っ
て
か
ら
、
君
は
オ
ン
ラ
イ
ン
辞
書
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
以
前
は
よ
く
、
印
を
付
け
た
り
、
書
き
込
み
を
し
た
り

し
て
く
れ
た
の
に
。
君
と
の
距
離
は
、
す
い
ぶ
ん
と
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

二 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
と
、
複
数
の
辞
書
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
だ
け
を
持
ち
運
べ
ば
よ
い
。

単
語
さ
え
入
力
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
知
り
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
し
、
か
さ
ば
ら
な
い
し
。
君
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
便
利
な
の
だ
ろ
う
。
僕
な
ん
て
、
こ
の
ま
ま
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
な
。 

三 

そ
う
考
え
て
い
た
と
き
、
君
は
僕
を
手
に
取
っ
た
。
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
久
し
ぶ
り

だ
っ
た
か
ら
、
僕
は
び
っ
く
り
し
、
君
は
ほ
こ
り
で
大
き
な
く
し
ゃ
み
を
し
た
。
ほ
こ
り
だ
ら
け
の
僕
に
顔
を
し
か
め

た
け
れ
ど
、
何
度
も
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
の
意
味
を
調
べ
て
い
た
。
当
然
、
い
つ
も
よ
り
は
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
。
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言
葉
だ
け
で
な
く
、
近
く
に
あ
る
言
葉
に
も
線
を
引
き
、
意
味
を
確
認

す
る
君
。
意
味
調
べ
が
終
わ
っ
て
も
、
君
は
僕
を
い
つ
も
の
場
所
に
戻
さ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
ペ
ー
ジ
を
繰
り
、
小

学
生
の
と
き
に
印
を
つ
け
た
言
葉
を
読
み
返
し
て
い
た
。
君
は
み
ち
た
り
た
表
情
を
し
て
い
た
。
僕
は
自
分
が
認
め
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。 

四 

あ
れ
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。
ア 

  

イ 
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中学校 国語 

書くこと 問題番号３四 の課題に対する学習指導のポイント 

 

ポイント 

〇 自分が工夫した表現について、どのような効果があるのかを認識して文章を書くことができていな

い。自分が読み手に伝えたいことを明確にし、そのねらいに応じた表現の工夫ができているのかを確

かめることができるような指導が必要。 

〇 「複数の条件を踏まえて記述する力を身に付けさせる」必要がある。 

 

 

生徒が身に付ける力

を明確にする。 

活動の中で生徒が試

行錯誤するなど、しっ

かりと考える機会を

設ける。 

どのようにすれば、課

題が解決するのか、具

体的な指導や支援の

ポイントを明確にす

る。 
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１４ 第２次宇治市教育振興基本計画に基づく現状値 

 

（１）教科に関する現状値 

 

第２次宇治市教育振興基本計画では、全国学力・学習状況調査の＂受験者数＂を２５％ずつに区分し、 

その区分の境にある正答数を規準として上位からＡ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層に分け、それぞれの割合を算    

出し、現状値及び目標値を設定しております。 

 

※現状値は、各年の宇治市のＣ層･Ｄ層の割合、目標値は、各年の全国のＣ層･Ｄ層の割合としています。 

 

    ① 小学校６年 

 Ｄ層の割合 Ｃ層の割合 

科目 区分 令和６年度 令和５年度 令和６年度 令和５年度 

国 語 

現状値 27.6％ 26.6％ 20.9％ 22.7％ 

目標値 24.6％以下 24.0％以下 19.6％以下 20.8％以下 

全国との差 ＋3.0 ＋2.6 ＋1.3 ＋1.9 

算 数 

現状値 17.5％ 17.7％ 27.9％ 33.0％ 

目標値 20.1％以下 19.5％以下 27.7％以下 30.5％以下 

全国との差 －2.6 －1.8 ＋0.2 ＋2.5 

 
 

 ② 中学校３年 

 Ｄ層の割合 Ｃ層の割合 

科目 区分 令和６年度 令和５年度 令和６年度 令和５年度 

国 語 

現状値 20.6％ 20.7％ 26.7％ 24.9％ 

目標値 18.9％以下 19.4％以下 26.4％以下 23.0％以下 

全国との差 ＋1.7 ＋1.3 ＋0.3 ＋1.9 

数 学 

現状値 20.4％ 18.0％ 24.5％ 33.8％ 

目標値 20.3％以下 17.6％以下 23.2％以下 31.1％以下 

全国との差 ＋0.1 ＋0.4 ＋1.3 ＋2.7 
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11.0 

10.5 

10.6 

11.2 

11.6 

12.5 

12.2 

13.2 

11.0 

14.5 

31.1 

24.4 

25.8 

27.4 

29.7 

27.0 

25.7 

27.2 

25.3 

24.1 

13.0 

19.0 

15.7 

17.2 

13.9 

5.3 

8.0 

7.5 

7.8 

6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（Ｒ６）

市（Ｒ６）

市（Ｒ５）

市（Ｒ４）

市（Ｒ３）

普段授業以外で、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（小６）

３時間以上 ２時間以上,３時間より少ない １時間以上,２時間より少ない

３０分以上,１時間より少ない 30分より少ない 全くしない

（２）質問項目に関する現状値 

 

① 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強しますか。

（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2 

9.7 

11.9 

10.5 

13.5 

22.5 

21.7 

20.1 

21.6 

25.7 

32.6 

29.3 

30.3 

32.2 

30.4 

18.4 

14.5 

16.1 

15.3 

14.1 

10.4 

13.2 

11.3 

10.4 

9.3 

6.6 

11.0 

10.1 

9.7 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国（Ｒ６）

市（Ｒ６）

市（Ｒ５）

市（Ｒ４）

市（Ｒ３）

普段授業以外で、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（中３）

３時間以上 ２時間以上,３時間より少ない １時間以上,２時間より少ない

３０分以上,１時間より少ない 30分より少ない 全くしない

（目標値） 

（目標値） 
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41.4 

37.2 

34.7 

31.3 

29.7 

44.9 

45.5 

43.6 

45.0 

44.4 

10.5 

13.2 

17.4 

16.5 

19.6 

2.3 

3.1 

3.5 

5.4 

5.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全国（Ｒ６）

市（Ｒ６）

市（Ｒ５）

市（Ｒ４）

市（Ｒ３）

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりしたか（小６）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

36.4 

31.6 

30.0 

28.1 

29.5 

49.7 

52.0 

46.4 

44.6 

40.8 

9.8 

10.7 

15.4 

16.9 

20.6 

2.4 

3.2 

4.8 

7.3 

6.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全国（Ｒ６）

市（Ｒ６）

市（Ｒ５）

市（Ｒ４）

市（Ｒ３）

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりしたか（中３）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

36.5 

29.5 

22.6 

23.1 

22.9 

44.8 

46.1 

40.6 

39.5 

40.5 

15.4 

20.2 

30.1 

27.6 

27.8 

3.3 

4.1 

6.5 
9.7 

8.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全国（Ｒ６）

市（Ｒ６）

市（Ｒ５）

市（Ｒ４）

市（Ｒ３）

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する

などの学習活動に取り組んでいる（小６）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

33.7 

29.1 

19.6 

22.2 

18.5 

48.5 

50.6 

44.5 

38.8 

38.8 

14.1 

15.5 

25.7 

28.2 

28.8 

3.2 

4.4 
10.1 

10.6 

13.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全国（Ｒ６）

市（Ｒ６）

市（Ｒ５）

市（Ｒ４）

市（Ｒ３）

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する

などの学習活動に取り組んでいる(中３)

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

② 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると

思いますか。（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学

習活動に取り組んでいると思いますか。（再掲） 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

中学校 

小学校 

中学校 

（目標値） 

（目標値） 

（目標値） 

（目標値） 
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１５ 結果概要  

 

（１）国語科において、平均正答率の全国との差について、上昇傾向が見られるものの、小・中学校とも全

国の平均を下回っている。 

 

   算数科において、小学校で全国の平均正答率を上回り、中学校においても平均正答率の全国の差が、

0.9ポイント縮まるなど、授業改善の成果が表れている。 

 

（２）小学校国語科では、標準化学力層割合は、Ｃ層が昨年より減少し、Ｂ層が増加する一方、Ｄ層の割合

は増加しており、Ｃ層下位、Ｄ層への取組の再確認が必要。 

 

小学校算数科では、Ａ・Ｂ層が全国比を上回った。Ｄ層も標準化学力層割合で全国比-18.1pで、本市

取り組みの成果が顕著に表れている。また、Ｃ層についても昨年比-2.6p で減少しＢ層が増加へとつな

がっている。 

中学校国語科では、Ｂ層の割合が増加し、Ｃ層の割合が減少するなど取組の成果がみられる。しかし、

小学校同様、Ｄ層の標準化学力層割合は、増加しており、Ｃ層下位、Ｄ層への取組の再確認が必要。 

中学校数学科では、A層の割合が増加した。また、C層(昨年比-1.6p)・D 層(-1.4p)が減少している。

Ｂ層が-3.6pと減少したが、全体として、一定成果となっている。 

 

（３）主体的・対話的で深い学びについての質問項目に肯定的に回答した児童生徒ほど、国語科の正答率が

高い傾向が見られる。 

 

（４）主体的・対話的で深い学びについての児童生徒質問項目では、H31 から肯定的な回答が増えている傾

向が見られる。学力向上の取組アクションプランの目標指針としている「自分の考えがうまく伝わるよ

う、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表しているか」の項目では、肯定的に回答している割

合が、小学校６年で全国を上回った。その他の主体的・対話的で深い学びに関する項目では、全国との

差が、減少傾向ではあるものの依然マイナスとなっている。 

 

（５）授業時間以外の学習時間を問う質問項目に、「３０分より少ない」と回答している児童生徒の割合が増

加しているため改善に向けた取組が必要。 

 

１６ 今後の対応 

 

各校の学力向上の取組アクションプランがより効果的になるよう、本調査の分析を反映し、以下の観点

から具体的な取組を進める。 

 

 （１）学習の苦手な児童生徒であっても、「主体的・対話的で深い学び」を実現できるよう授業改善を進

める。 

  

（２）各校の授業改善が具体的に進行するよう、学力・学習状況調査の分析を踏まえて課題を焦点化し

た「主体的・対話的で深い学び」を進める授業改善の指針を作成する等、各校に対する具体的な指

導・支援を行う。 

  

（３）児童生徒の学習習慣の確立を目指し、取組の実態把握を行い、各校に対する具体的な指導・支援

を行う等、学校と家庭が連携した家庭学習の取組を推進する。 
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